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S18a ガンマ線を発する電波銀河のX線統計解析 (2)
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活動銀河核 (AGN)の 1つである電波銀河は強い電波ジェットを持つ天体として知られており、Fermi衛星によ
り blazar天体に加え電波銀河もガンマ線を発する天体であることがわかった。Fermi衛星は 1年目の観測で電波
銀河を 10天体観測し、X線の調査 (Fukazawa et al. 2015)も報告されている。また 2020年に公開された 4FGL
カタログでは、電波銀河の検出数は 1年目発表された約 10天体から約 50天体に大幅に増加し、統計的な議論が
可能となった。
本研究で用いる電波銀河や blazarは電波の弱いAGNに比べジェット放射が明るい。blazar天体はジェット放

射をほぼ正面から観測することから、ビーミング効果によりコア部分が卓越してガンマ線帯域で観測される。こ
れに対して電波銀河はジェットが受けるビーミング効果が弱く、このためジェットのコア以外の降着円盤やコロ
ナからの放射も見えていると考えられており、ジェットの放射構造を探る上で重要な天体である。
これまでの研究では、Swift衛星のXRT検出器によるX線データと Fermi衛星のガンマ線データとの相関を調

べることで、X線帯域がジェット放射であるのか降着円盤関連の放射であるのかの区分を行った。その結果、電波
帯域で観測されるジェットの光度による Fanaroff-Riley分類 (FR分類)と降着円盤からの可視光スペクトルによ
る分類 (HERG/LERG)をX線とガンマ線のプロットに適用することで、X線帯域の放射のパラメータがジェッ
ト放射由来か降着円盤由来かで傾向を持つことがわかった。本講演ではこれらの結果とジェットパワーを含めて
の議論を報告する。


